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 水土里ネット荒川南部では、東京都豊島区民

との交流活動を実施しています。（表紙写真） 

 土地改良区のある那須烏山市が豊島区と防

災協定を結んでいることをきっかけとして、今

年度で８回目を迎えるそうです。 

 今回は、この取組を中心にお話を伺いました。 

 

◆交流活動の内容を教えてください？  

⇒毎年夏休みに１泊２日で豊島区の親子５０名

と地元の親子が活動に参加しています。 

活動内容は、東京から各自、JR 烏山線大金駅

に集合し、荒川で川遊びや魚釣り等を楽しんでもら

い、その後、地区内の畑でトウモロコシを収穫し、夜

はバーベキューをして温泉施設で１泊します。翌日

は早朝にカブトムシ捕りをし、近所のお寺で座禅をし

ます。昼食の後、カヌー体験をして夕方大金駅にて

解散となります。（活動内容は若干の変更あり） 

 

 

 

 

 

 

 

◆土地改良区の関わりは？ 

⇒市からの委託事業なのですが、運営は全て土地

改良区の役員が総出で対応しています。１年前

から準備し、企画や活動内容は理事会で検討して

ます。 

 役員の方々は、小さい頃から川遊びをしていたの 

 

 

 

で、子どもの遊ばせ方がうまく、大変助かっていま 

す。 

◆どのようにＰＲ（募集）をする？ 

⇒豊島区は区の広報で募集しているようです。毎回

１００名近くの応募があるそうで、抽選により５０

名にしているようです。区民の方は交通費が自己負

担であるにもかかわらず、毎回たくさんの応募があり、

嬉しいことです。 

  地元は、市の広報や近隣の小学校にも PR して

いますが、あまり参加がなく、今後、どのように参加

を増やしていくかが課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆交流活動の評判は？  

⇒毎回、終了後にアンケートを実施しています。大

変評判が良く、また参加したいとの意見もたくさんい

ただいてます。毎回抽選になるので毎年の参加は

厳しいですが、リピーターの方も多くいらっしゃいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

◆苦労した点はありますか？  

⇒宿泊先の確保で苦労しました。以前は公共施設 

交流活動の様子 
（上）トウモロコシの収穫  
（左下）お寺での座禅    （右下）荒川での魚釣り 

交流活動の様子 
(左)河原でスイカ割り     (右)カヌー体験 

このコーナーでは、地域の農業振興や地域社会との協働・

交流活動に取り組んでいる土地改良区を紹介します。  

取材先：水土里ネット荒川南部  

（荒川南部土地改良区）  

所在地：那須烏山市東原６８－５ 

（那須烏山市農業会館内） 

理事長：久郷 浩 

設 立：平成１３年９月２０日  

地区面積：８２ｈａ 

組合員数：１４８名  
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を利用していたのですが、閉館や震災で使用できな

くなり、昨年から市内の温泉施設を利用していま

す。 

 また、時期が夏なので熱中症になる子どもがいた

りと、暑さ対策も大変です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域や土地改良区内のつながりを深めるこ

とはできましたか？  

⇒活動をとおして、組合員が一体となって活動し、

土地改良区内組織の一体感が生まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水土里ネット湯津上は、平成１８年に８つの

土地改良区が合併し設立されました。 

 現在は、総代７０名、役員２０名（理事１７

名、監事３名）、職員３名の体制で土地改良区

の運営に取り組んでいます。 

 ８土地改良区が１つの土地改良区として運

営していく工夫について取材しました。 

 

◆合併のきっかけはどのようなことからです

か？ 

⇒国営事業の償還が完了し、事務費削減も見込め 

また、若い世代に自分の経験等を伝えることがで

き、いい機会だったとの声もありました。 

◆他に交流活動や農業振興活動はしてます

か？  

⇒１０年ほど前からホタル観察会を地区内の田ん

ぼ公園でほぼ毎年、開催してます。 

草刈り等の事前準備をし、当日は車の誘導や観

察エリアまでの誘導を行っています。案内を各地区

に回覧等でお知らせし、毎年たくさんの方に来てい

ただいています。 

 また、担い手育成のため地区内でブロックロー

テーション（集団転作）を実施しています。各地

区内を数ブロックに分け、毎年その中の数カ所を転

作しています。大豆や飼料用稲、飼料用米を中心

に作付けし、平成１５年から毎年面積を増やしてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

ることから、旧村単位での合併が加速し、協議会設

立となりました。 

◆合併後の組合員の反応はありましたか？ 

⇒旧土地改良区単位で８地区の維持管理委員会

があるのですが、工事に係る効率的な情報の共有

により、工事費の削減が図れました。また、賦課

金が軽減されたので、合併して良かったとの反応が

ありました。 

◆合併後、運営上の変化がありましたか？ 

⇒賦課徴収率が良くなりました。また、役員数

が全体として減少したので、運営費の削減もできま

した。 

 また、合併前はそれぞれが個別に事務所を構え

ており、賃借料等経費が発生していました。合併後

は、大田原市（旧湯津上村）の公民館の一部を間

借りしています。公民館は賃借料がかからず、光熱

費のみ負担なので、事務所経費が大幅に削減で

きました。 

◆徴収率があがった要因は？ 

⇒はっきりとした理由は分かりませんが、理事会等 

「合併後の土地改良区運営ってどうなってるの？」そ
んな疑問をお持ちの方も多いはず。このコーナーで
は、合併した後の土地改良区運営を紹介します。  

  
取材先：水土里ネット湯津上 

（湯津上土地改良区）  

所在地：大田原市湯津上５－７７６ 

    （湯津上農村環境改善センター内） 

理事長：礒 紘一 

設 立：平成１８年１月１１日  

地区面積：１，５１２ｈａ 

組合員数：１，０７８名  

農
業
振
興
活
動
（
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
）
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る 



 

 

 

 

 

 

 

の会議で各地区のより良い方法を取り入れ、地

区委員が徴収したり、滞納処分をアピールした等の

結果かなと思います。 

◆運営において工夫していることはあります

か？ 

⇒職員３名が、各地区を比較しながら情報を共有

し、相談しながらの対応をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併に伴い職員も入れ替わるなど、事務局体制

も変わったので、以前と変わらぬ対応ができるよう

心がけています。 

◆運営上の課題は？ 

⇒何点かありますが、施設台帳等の見直しです。ま

た、合併前からの各地区の未納金が多いため、滞

納処分を検討しています。 

◆今後の運営の抱負をお願いします 

⇒組合員に対する土地改良区の事業紹介や活

動報告等情報発信のため、広報誌の発行を年１

～２回予定しています。また、事務局も現場に足を

運び、組合員と事務局の関係を深め、うまく運営し

ていければと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集後記～ 

荒川南部土地改良区と湯津上土地改良区の役職員の方々に取材のご協力いただき、水土里ネットパワーア
ップナビ第３号を無事に発行することができました。両土地改良区の役職員の皆様には熱心に取材に応じて
いただき、大変ありがとうございました。 

今後も分かりやすい紙面を目指していきますので、紙面の感想や取り上げてほしい題材等がありました
ら、下記連絡先までご意見をお寄せいただければ幸いです。 

水土里ネットパワーアップナビ  平成２５年７月発行  
栃木県農政部農地整備課  〒320-8501 宇都宮市塙田１丁目１番２０号  TEL028-623-2357  FAX028-623-2378 
表紙写真提供:荒川南部土地改良区 
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知事の講演に熱心に耳を傾ける参加者 

 ６月２６日（水）ホテル東日本宇都宮において「栃木県ほ

場整備連絡協議会２０周年記念大会」が開催され、県内の各

土地改良区、市町及び農業振興事務所などの関係者約 300 人

が参加しました。 
今回の記念大会は、栃木県ほ場整備連絡協議会設立２０周

年を契機に、今後とも当協議会がその役割を十分に発揮し、

栃木県農業農村の発展に一層寄与していくことを目指して開

催したものです。式典では、栃木県ほ場整備連絡協議会加藤

会長の主催者挨拶にはじまり、来賓挨拶、荒井理事による  

２０周年の歩み報告があり、記念講演では全国農村振興技術

連盟の太田委員長や、福田知事による「元気度日本一栃木県

を目指して」をテーマとした講演が行われました。引き続き

行われた交流会では、栃木県土地改良事業団体連合会大久保

会長の主催者挨拶にはじまり、乾杯の音頭の後、事業推進に

尽力された関係土地改良区の皆様どうし、苦労話に花が咲き、 

■栃木県ほ場整備連絡協議会２０周年記念大会が開催されました 

盛会のうちに記念大会を終えることができました。 
談笑が絶えなかった交流会 


